
墜落･転落

12%

転倒

20%

飛来、落下

7%

激突され

5%
挟まれ、巻き

込まれ

14%

切れ、こすれ

9%

交通事故

6%

動作の反動

17%

その他

10%

50歳未満 事故の型割合

平成20年に全体の2割を超え、増加傾向が続いたため、平成27年に「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト2015」に

取り組んだ結果、減少したものの、平成28年以降増加に転じ、平成29年はの発生割合は３０％と過去最高となった。

３ 労災事故の型別・年代別発生割合（平成27年～29年 (2，225人の内訳) ）

平成29年

平成28年

平成27年

平成26年

平成25年

平成24年

平成23年

平成22年

平成21年

平成20年

平成19年

218（30.0％）

188（25.3％）

166（22.0％）

228（28.3％）

211（27.2％）

153（21.7％）

147（19.3％）

156（21.8％）

150（21.8％）

182（20.9％）

135（16.8％）

99（13.6％）

114（15.3％）

121（16.0％）

118（14.7％）

117（15.1％）

109（15.5％）

136（17.8％）

124（17.3％）

117（17.0％）

161（18.5％）

138（17.2％）

84（11.6％）

90（12.1％）

92（12.2％）

100（12.4％）

104（13.4％）

99（14.1％）

123（16.1％）

93（13.0％）

81（11.8％）

130（15.0％）

110（13.7％）

54

59

60

57

82

62

62

59

58

51

79

37

36

57

51

42

41

45

58

45

70

77

234

257

259

251

221

240

249

226

237

275

264

２ 主な労災事故の型 発生割合（平成19年～29年）

転倒災害 墜落災害 はさまれ 切れこすれ 交通事故 その他

平成19年 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年 平成28年 平成29年

転倒災害 135 182 150 156 147 153 211 228 166 188 218

墜落災害 138 161 117 124 136 109 117 118 121 114 99

はさまれ 110 130 81 93 123 99 104 100 92 90 84

切れこすれ 79 51 58 59 62 62 82 57 60 59 54

交通事故 77 70 45 58 45 41 42 51 57 36 37
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１ 主な事故の型の発生推移（平成19年～29年）
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50歳以上 事故の型割合

５０歳以上の転倒災害は５０歳未満の1.75倍発生している。

平成19年までは「墜落」災害がトップであったが、平成20年以降は「転倒」災害が常にトップに！ 墜落･転落や

はさまれ災害は減少傾向！

山梨労働局



４ 平成29年 転倒災害の年齢別発生状況

５ 平成29年 転倒災害の休業日数別発生状況

転倒災害の６割以上が

５０歳以上の高齢労働者！

（1）平成2９年の転倒災害の2１8人の被災者を休業日数別に

みると、16～30日が最も多く3０％、次いで31～60日

の2６％､ ６１～９０日の1４％の順となっている。転ぶ

という単純な災害でも、ひとたび発生すると４５％の方が

1ヶ月を超える休業災害となっている！

（2）休業日数が長い災害ほど高齢労働者の占める割合が高く

なる傾向にあり、重篤な災害に直結する可能性が大きいと

いえる。

人

人

全国、山梨県においても仕事中に転倒して被災する労働者は労働災害の種類で最も多くなっており、

平成２９年には山梨県内における休業４日以上の労働災害の３割を占めています。特に高齢労働者が

転倒した場合は重症化する割合が高くなっています。

転倒災害はどのような職場でも発生する可能性があるため、事業主、働く全ての人が常に問題意識

を持ち、防止対策に取り組むことが重要です。

厚生労働省では「ＳＴＯＰ！ 転倒災害プロジェクト」を展開中です！

［厚生労働省 ホームページ］「ＳＴＯＰ！ 転倒災害プロジェクト」で検索！！

転倒災害が発生すると

３割以上の方が

休業１ヶ月を超えている！
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4%

（１） 転倒災害の年齢別割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳代～

～２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳代～

男 7 18 22 30 14 2

女 7 7 26 40 38 7

（２） 転倒災害の男女別発生割合

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～７日

８～１５日

１６～３０日

３１～６０日

６１～９０日

９１日～
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日

３１～６０

日

６１～９０

日
９１日～

５０歳未満 9 18 29 18 9 4

５０歳以上 16 12 36 39 22 6

（２） 転倒災害の年齢・休業日数別割合

（1）平成2９年の転倒災害の2１８人の被災者を年齢別に

みると、５０歳代が最も多く33％を占め、次いで60歳

代の2４％､40歳代の2２％の順となってなっている。

転倒により被災する方の6割以上が50歳以上の高年齢

労働者となっている！

（2）高齢労働者になるほど、女性労働者の割合が増加して

いる。

～７日

12%

８～15日

13%

16～30日

30%

31～60日

26%

61～９０日

14%

91日～

5%
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